
担当者

単位数 時間数

1　単位 30　時間

目　　　　標 内　　　　容 時間 単位 授業方法
１．内分泌・免疫系疾患を持
　　つ患者の特徴を知り、看
　　護について理解すること
　　ができる。

１．内分泌・免疫系疾患患者の特徴
２．内分泌・免疫系疾患患者のアセ
    スメント
３．各疾患の看護
　１）甲状腺機能亢進症
　２）甲状腺機能低下症
　３）甲状腺がん

2 講義

１．糖尿病を持つ患者の問題
　　を明確にし、対象に応じ
　　た看護方法を実施するこ
　　とができる。

１．糖尿病患者の特徴
２．糖尿病患者のアセスメント
３．糖尿病患者の看護
　１）食事療法
　２）運動療法
　３）薬物療法
　４）合併症予防
４．糖尿病患者の学習支援
　１）パンフレット作成
　２）学習支援の実際
　　　・食事指導
　　　・生活習慣の改善
５．インスリン療法中の患者の看護
　１）簡易血糖測定
　２）インスリン自己注射指導

8

講義
ＤＶＤ
演習

グループワー
ク

１．腎臓疾患を持つ患者の特
　　徴を知り、看護について
　　理解することができる。

１．腎臓疾患患者の特徴
２．腎臓疾患患者のアセスメント
３．各疾患の看護
　１）慢性腎不全
　２）慢性腎臓病
　３）ⅠｇＡ腎症
４．透析導入期から安定期の看護

5 講義

１．感染症・自己免疫疾患を
　　持つ患者の特徴を知り、
　　看護について理解するこ
　　とができる。
２．感染症医療の現状を知り
　　感染防御や看護師の役割
　　について説明することが
　　できる。

１．感染症・自己免疫疾患患者の特
    徴
２．感染症・自己免疫疾患患者のア
    セスメント
３．各疫疾患の看護
　１）ＭＲＳＡ
　２）ＡⅠⅮＳ
　３）ＳＬＥ
　４）関節リウマチ
４．感染症医療の現状
５．医療関連感染症と対策

4 講義

１．循環器疾患を持つ患者の
　　特徴を知り、看護につい
　　て理解することができ
　　る。

１．循環器系疾患患者の特徴
２．循環器系疾患患者の経過と看護
３．症状に対する看護
３．検査を受ける患者の看護
４．治療を受ける患者の看護
５．各疾患の看護
　１）心不全
　２）狭心症
　３）心筋梗塞
　４）大動脈解離
　５）高血圧

10

講義
ＤＶＤ

シミュレー
ション演習

　修得試験 1 1

授　業　目　標
疾患を持ちながら生活をコントロールしている人の特徴を理解し、疾患の健康段階が生活に及ぼす影響を考慮しな
がら、より健康に過ごすための方法やＱＯＬの維持・向上を目指した看護の方法、役割について理解できる。

単元名

５．循環器系疾患
　　患者の看護

４．感染症・自己
　　免疫疾患患者
　　の看護

３．腎臓疾患患者
　　の看護

２．糖尿病患者に
　　必要な看護技
　　術

１．内分泌・免疫
　　系疾患患者の
　　看護

講　義　要　項

授業科目 成人看護学援助論Ⅱ

区
　
分

授　業　形　態 履修年次・前／後

講義・DVD・演習・GW 2年次・前期・後期
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１．系統看護学講座　専門分野Ⅱ，成人看護学(６)，内分泌・代謝，医学書院．
２．系統看護学講座　専門分野Ⅱ，成人看護学(８)，腎・泌尿器，医学書院．
３．系統看護学講座　専門分野Ⅱ，成人看護学(11)，アレルギー・膠原病・感染症，医学書院．
４．系統看護学講座　専門分野Ⅱ，成人看護学(３)，循環器，医学書院．

１．単位修得試験・出席状況・課題提出状況・ＧＷ参加状況・演習態度
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